
　　

Â 追加利下げはあるか?

Â 調整局面

Â ドル/円の支持・抵抗

Â 各国の警戒感

Â 金融市場の混乱は一段落

Â インフレ警戒強めるECB

Â BOE議事録

Â 17000円を挟んで

Â 人民元の動向

Â 物価に落ち着き

Â 荒れるトルコ

　今週の月曜日、金の小売価格がついに3000円を突破というニュースが各紙に載せられました。
同じ週に原油価格が一時90ドルを突破というニュースが流れました。最近、様々な要因はあります
が、資源の価格が上昇を続けています。
　今の日本は物が溢れ、恵まれた環境にあると言えます。しかし、一昔前は食べるものにも窮する
時代もあったのです。しかし現在の資源価格の高騰が続けば、そこまでは行かなくとも、今よりずっ
と物が手に入りにくい時代となるでしょう。
　今まで当たり前のようにあるものが無くなれば、その価値に気付くかも知れませんが、そうなって
からでは手遅れです。そうならないために、今のうちからできること、必要なくなったからといってす
ぐに捨ててしまうのではなく、再利用を考える等といった事が大切なのではないでしょうか。
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追加利下げはあるか?

Copyright (c) HOXSIN BUSSAN Co.,Ltd. All rights reserved. （文責：大塚）

【バーナンキFRB議長】
「金融市場の状況は８月中旬の最悪期から改善したが、完全回復には時間がかかる」
「ＦＲＢは市場の安定に加え、持続可能な成長と物価安定を支援するため必要に応じ行動する」

米国政策金利
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　雇用統計や小売売上、さらにはNYダウ30種平均など、米国に持ち直
しの機運が高まる中、バーナンキ議長は慎重姿勢を変えていません。
サブプライム問題発生時も対策が後手に回ったとの批判を受けました
が、今回の対応を見ると、議長はかなり慎重に市場動向を眺めるタイ
プなのかもしれない、と思わされます。
　グリーンスパン前議長はブラックマンデーを、迅速に利下げを断行す
ることで乗り切りました。しかし、それにより住宅バブルを作り出すとい
う負の側面をもつ政策でありました。バーナンキ議長が慎重姿勢で金
融政策に臨むのも理解できる所ではないでしょうか。
　最近の発言で議長は、回復には時間がかかる、FRBは持続可能な
成長と物価安定を支援するために必要に応じ行動する、との発言をし
ています。つまり、利下げも辞さずとの姿勢です。目先の指標の回復に
対し、楽観を諌めているようにも見えます。
　しかし、NYダウが史上最高値圏での動きとなっており、資産バブルが
再燃する可能性が高まっています。消費者物価指数も前回を上回る水
準となっています。実体経済を支えるという意味あいから0.50％という
市場予想を上回る幅での利下げを断行しましたが、追加利下げに関し
ては慎重に経済を見極めて対処すべき時ではないでしょうか。



調整局面
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　ドル/円がここにきて下落基調を辿っています。一時118
円にまで迫りましたが、米景気の先行き不透明感や急激な
上昇による利益確定売りなどに押される展開となっていま
す。現状は高値から3円も下げてきており、今後の展開にも
不安を与える情況となっています。
　週末に開催されるG7会議も不安を煽ります。今回の会議
において、ファンドなどの規制について主に話し合われる
のではないかとみられていますが、人民元の為替相場や
ユーロ高に対する不満など、為替を大きく動かしかねない
議題もあり、予断を許さない所です。G7会議明けに為替が
大きく動いた前科もあります。現状のこの調整局面が、大
幅下落へと繋がる序章であるかどうか、慎重に見極めたい
所です。現状でせっかく回復してきた世界景気に対して、そ
れを掻き回すような発言はしないのではないか、と考えて
いますが、各国の利害が対立する事も考えられ、予断を許
しません。過去にもＧ7で為替市場に波乱がもたらされた事
があることを考えると、より一層慎重な取引が要求される
所ではないでしょうか。
　チャートで見る限り、下値支持線により支えられる展開が
予想されますが、まだ下げ余地も残されています。慎重を
期すならやはりＧ7を待ってから、というのがベストであるよ
うに思われます。

ドル/円 日足




